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「国際インターンシップ」

これまで これから
参加者 すべての学部生と

大学院生
学部３・４年生と
大学院生

単位 学部・研究科の関連
科目で振替認定

留国センターの
担当教員が認定

位置づけ 事業（プログラム） 授業（カリキュラム）



 「基盤キャリア教育」のひとつの科目として参加。

 履修登録する科目名は「基盤キャリア系科目」の中の
「基盤キャリア実習Ｂ｣（２単位）となる。

 単位認定は同「実習Ｂ」の担当教員が行う。
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では「学部１・２年生」は？
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両者の “違い” は何か？

キャリア教育 インターンシップ
参加者 すべての学部生と

大学院生
学部３・４年生と
大学院生

目的
働くことへの理解を
深めるための教育

（就業体験も可）

学生が自身の能力を見
極めるための就業体験

（就業体験は必須）

指導 宇大の教員＋受入先 受入先の社員・職員等



 「基盤キャリア教育」のひとつの科目として参加。

 履修登録する科目名は「基盤キャリア系科目」の中の
「基盤キャリア実習Ｂ｣（２単位）となる。

※授業時間数が約90時間（現地実習約80時間＋事前事後学修約10時間）となるため。

 単位認定は同「実習Ｂ」の担当教員が行う。
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では「学部１・２年生」は？



 海外での就業体験だけが「授業」ではない。

 渡航前後の事務手続や書類作成も重要な「授業」の一部。
→「期限を守る」ことは基本的なマナーやスキル。
→「期限を守れない」ことは、信用の失墜につながる。

「分からないこと」や「知らないこと」を放置しない。
→  報告や説明を受けた後、疑問や不安を言葉にする。
→「質問する」ことはコミュニケーションの第一歩。
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参加にあたっての心構え
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